平成２９年度「市長と語り合う会」について
１　出席者状況

　　　
	開催日（曜日）　　　
	　　
	会場
	時間
	出席人数

	
	
	
	
	男
	女
	計

	７月１０日（月）
	　　
	鎌手地区振興センター
	19:00～20:10
	13
	―
	13


　○市側出席者

　　市長、副市長、政策企画局長、総務部長、秘書広報課長
２　会の概要

○　開　会　（秘書広報課長）

　　・　会の趣旨説明

　　・　出席者紹介

○　あいさつと市政運営の説明　(山本市長)
　　平成２９年度施政方針
1 企業との連携
施政方針の大きな柱の一つとして、地元企業との連携を強化するということを掲げている。
これに基づいて今年度は、子育てを支援する企業について「益田子育て応援宣言企業」という登録制度を設け、また、ＵＩターン者の定着に力を入れて取組む企業を「ＵＩターン者サポート宣言企業」という形で登録させていただいている。
加えて、先般は、市が進める五輪キャンプ誘致、或いは自転車のまちづくりに関して、これに協力する企業の登録制度を設けたらどうか、というご提案を民間企業の方からいただき、今、検討しているところである。
こうしたことで、市が展開する施策や進む方向と同じ向きで取組を支援していただける企業との連携を深めたいと考えている。
2 空港利用拡大
萩・石見空港東京線は平成26年3月から2往復運航となっているが、来年春以降の継続の有無は今年の秋頃に決まるとされている。
大きな指標となる搭乗者実績は、これまでのところ目標を下回る厳しい状況にあるが、現在、様々な方面に協力をお願いして利用促進に努めている。また、搭乗実績のほか、空港を活用した当地域の振興策等を示すことも重要なこととなる。最近では、首都圏の大学と連携協定を結び、首都圏から学生を招き、或いは、益田の学生が首都圏の大学で学びの機会を得るという動きも進めている。
この路線を確保することが、地域活性化になくてはならない重要な要素となるので、市民の皆様の広いご理解とご協力をお願いしたい。
3 東京五輪キャンプ誘致について
2020年東京オリンピック・パラリンピックにおける自転車ロードレース競技の事前キャンプ誘致を進めている。ここ数年、市内でＩＮＡＫＡライドやチャレンジャーズステージなどの競技が定期的に開催され、本競技に対する機運が高まっている。それに応じて誘致に取組んでいる。
具体的な誘致国については、できれば年内に絞り込みを行い、来年5月のホストタウン登録を目指すこととしている。
誘致が実現した際には、益田市の知名度向上やスポーツの振興、交流人口の拡大などに加え、オリンピック・パラリンピックの持つ崇高な精神に市民の皆さんが触れることのできる素晴らしい機会になると考えている。

○　意見交換

　　質問項目は以下のとおり。詳細は、別紙のとおり。
1 国道9号の歩道整備について
2 災害時の避難所について
3 街路灯の補助制度について
4 五輪キャンプ誘致に係る宿泊場所等について
5 萩・石見空港の利用について
6 災害時の対応について
7 災害復旧について
8 中学校再編について
9 災害時の避難誘導について
10 災害時の避難場所について
11 避難場所の選定について
12 ハザードマップについて
13 時報サイレンについて
14 鎌手中学校の耐震化工事について
15 避難場所の指定要件について
○　閉　会　（秘書広報課長）

　
平成29年度「市長と語り合う会」
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	1 国道9号の歩道整備について
国道9号の大浜から鎌手小学校間は歩道が狭く、危険な状況にある。小中学生の通学路となる区間でもあるので、歩道を広げるよう考えてほしい。
2 災害時の避難所について
7/5の豪雨災害時、テレビで見る限りでは、当地区民1,100人超に公民館への避難指示が出されていたが、これだけの人数が公民館へ避難できるのか、という疑問が生じる。今回は中学校の体育館も浸水し、小学校も山から水が出るなど避難所としては危険な状況があり、地区民が避難できる場所をしっかりと確保してほしい。
3 街路灯の補助制度について
ＬＥＤ街路灯の補助制度について、市からは、既に本年度の指定予算をオーバーし、申請しても受付できないとの回答があった。街路灯は地域の安全のために必要なものであり、仮に、本年度分の予算が不足するのであれば、先行して工事を行うことを承認し、事後申請で後年度の補助対象とするよう検討してほしい。
4 五輪キャンプ誘致に係る宿泊場所等について
東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプの受入れ時期が三隅発電所2号機の建設時期と重なれば、宿泊場所の不足や交通量の増加などが懸念されるが、市はどう考えているか。
5 萩・石見空港の利用について

民生委員児童委員協議会の記念大会や靖国神社参拝など、東京で開催される行事等に国、県が参加者を募る場合、飛行機の発着は出雲空港や広島空港が指定されている。益田から参加するには不便なので、萩・石見空港を指定するよう働きかけてほしい。
6 災害時の対応について
過去にハザードマップが配布されているが、それに対する今回の利用状況はどうであったか。
また、今回の災害では、避難指示や災害に関する情報伝達が不足していたうえ、警察、市、消防の間で指示が異なるなど、連携がしっかりと取れてなかったように思う。適切な指導をお願いしたい。
7 災害復旧について
今回の災害で市道や「からおと苑」への浸水など複数の被害が見られた。特に、水仙公園の侵入路の通行止めは、今後の観光面等への影響が懸念されることから、早期に復旧してほしい。
8 中学校再編について
　人口減少が進むなか、仮にこの先東陽中学校と再編しても生徒数は30名程度になることが想定され、その時点でさらに再編の話しが出てくるのではないかと思う。益田市の人口も将来的には4万人を割ると言われており、もう少し長いスパンで学校再編を考えた方がよいのではないか。
9 災害時の避難誘導について
集中豪雨などの災害発生時に、地域で寝たきりの方や高齢者をどの様に避難所まで誘導すればよいか不安に思う。どうすればよいか。

10 災害時の避難場所について
木部地区の避難所となる浄円寺は、地すべり区域に指定される場所に位置している。こうした危険な場所が避難所に指定されるのは疑問がある。どの様に考えるか。
また、市の指定以外の場所に避難することについてはどうか。
11 避難場所の選定について
以前、市の担当課へ避難場所の選定基準を尋ねたところ、「地区から申し出があったところ」との回答があったが、間違いないか。
12 ハザードマップについて
今のハザードマップは危険場所が分りにくい。地区の拡大版をつくるなど工夫してほしい。
13 時報サイレンについて
地区内で流れる時報サイレンがここ最近鳴らなくなった。今後これを修理する予定はあるのか。それとも使用しないのか。
14 鎌手中学校の耐震化工事について
鎌手中学校の校舎と体育館は未だ耐震化工事が実施されてない。倒壊の危険性やそこに通う生徒の安全面を思えば、「統廃合の話しがあるから耐震化できない。」では理由にならない。早急に対応してほしい。
15 避難場所の指定要件について
　木部地区には指定の避難場所が1か所あるが、今後のことを考えると、新たに1か所設ける必要があると思っている。避難場所に指定してもらうための要件はあるか。

	①国道9号の歩道をはじめとする改良については、現在工事中の大浜から西にかけての区域を国への重点要望箇所としている。ご指摘の現状は理解できるので、今後これを要望箇所に加えることについて検討していきたい。
　なお、現道の安全対策という面では、今後益田道路の開通によって交通量の減少が予想される。その意味で、益田道路の早期整備も引き続き要望していきたい。
②指摘のように、公民館に避難が集中すると、非常に心許ない状況にある。また、各避難所に派遣する職員の配置・確保も課題となる。今回の災害を教訓に対応の改善を図りたい。
③現在、多数の自治会から同様の要望が寄せられており、内部で対応を検討中である。
④宿泊施設については、現在、民間の方でホテルの建設計画が複数あると聞いており、これが着実に進むよう支援していきたい。また、中国電力には、長期にアパートを借りるなど、ホテルの利用を圧迫しないようお願いしているところである。
　交通量の増加への対応については、一層、交通安全の啓発に努めたい。
⑤今後関係機関へお願いをしていきたい。
⑥ハザードマップの利用については、特に重要なことなので、庁内で検証したい。
　また、住民への情報が不足していた点は、今回の災害対応における大きな反省事項としているところ。警察や消防との連携を含め、今後改善を図りたい。
⑦早期に対応するよう努めたい。
⑧指摘のとおり、遠い将来には再編後の生徒数が減少することも見込まれるが、その時点の状況により、さらなる計画策定を検討しなければならないと認識している。
⑨住民の皆様への避難の呼びかけなど、今回の災害の反省点を含め、より明確にしていきたい。
⑩避難場所については、地震や水害など災害の種類に応じて指定の場所を変えており、指摘の浄円寺は土砂災害の場合の避難場所には当たらない。
　また、市が避難勧告又は避難指示を出す場合、基本的に指定の避難場所には職員を派遣して対応するほか、食事や寝具等の準備を行う。それ以外の場所に避難される際は自主避難となるので、同様には対応できないこととなる。
⑪避難場所については、基本的に市が指定を行うもの。
⑫今後よく精査したい。

⑬サイレンが鳴る時間と実際の時間にズレが生じていた。周囲から苦情も寄せられ、今は止めている状況。（地区振興センター長回答）
⑭市内小中学校の学校施設については、耐震補強なり改築の必要性のある学校から順次進めているが、再編計画の対象となる学校は優先度も低くなっている。
　ただ、児童、生徒の安全性を確保することは非常に重要なことであるので、ご意見を重く受け止めたいと思う。
⑮条件として考えられるのは、建物の耐久性等を含め、避難所として相応しいかどうかという点。また、民間の施設であれば、その承諾が得られるかどうかという点等がある。
木部地区については、水害に適した場所が無いので早急に検討したいと思う。



